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平成２５年２月１８日

東北電力株式会社

原子力規制委員会「東通原子力発電所敷地内破砕帯の調査に関する

有識者会合」でのご意見を踏まえた地質調査の概要

（プレスレク資料）
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� 現在、原子力規制委員会の「東通原子力発電所敷地内破砕帯の調査に関する有識者会合」の評価会合

において、敷地内断層の活動性について検討がなされているところです。

� 東通原子力発電所の敷地内断層については、発電所計画段階から詳細な調査を行い、国の安全審査に

おいても、耐震設計上考慮すべき活断層ではないと認められてきたものであり、さらに、その後の最

新の知見を踏まえ、追加調査などを行い、改めて活動性がないことを確認しております。

� 原子力規制委員会の第２回評価会合（平成２４年１２月２６日）において、当社は、これまでの調査

などから得られた詳細なデータにより科学的根拠を示しながら、敷地内の断層について「活動性はな

い」との説明をさせていただきましたが、有識者の方々からは「敷地内断層が活断層でないとは言い

切れない」との見解が示されました。

� このため、これら有識者の方々のご意見を踏まえ、敷地内断層の活動性や構造をより詳細に確認する

ための地質調査を実施することとし、昨年７月より実施している「敷地内断層の活動性などの評価に

係る追加地質調査」の計画変更について、本日、原子力規制委員会に報告しました。

� 今般の調査では、断層破砕部の深部固結状況や変形構造を確認するために、新たに「ボーリング調査

」や「水平掘削面調査」などを予定しています。

� 当社としては、今回の調査により敷地内断層は活断層ではないことをあらためて確認してまいります

。原子力規制委員会には、今後の地質調査で得られるデータや知見も確認いただき、データに基づく

幅広い議論を行った上で、敷地内断層の活動性をご審議いただきたいと考えております。

１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに



２．これまでの審査および調査の経過２．これまでの審査および調査の経過２．これまでの審査および調査の経過２．これまでの審査および調査の経過
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年月 国の審査

審査における評価の内容

調査、現地調査などの実績

断層の評価

第四系変状の成因、

膨潤に対する評価

H8.8～

H10.8

安全審査

・「活動性なし」

（少なくとも中位段丘面形成期以降の

活動性はない）

・変状は局所的

・断層活動に起因するものではない

・ボーリング調査：369孔（約39,900m）

・試掘坑調査：約3,700m

・トレンチ調査：58箇所

・《国の現地調査：5回（延べ11日間）》

H18.9～

H22.12

他社

安全審査

東京電力

・地下浅部における局所的な現象

・成因は岩盤劣化部の膨張・収縮の可能

性が高い

・《国の現地調査》

－深部固結状況を確認するボーリング調査

－横ずれ状況の確認調査（水平掘削）

H20.3～

（審査未完）

耐震バックチェック

（当社評価）

・「活動性なし」

（耐震設計上考慮する断層ではない）

（当社評価）

・変状は局所的

・断層活動に起因するものではない非構

造性の成因による

（主に岩盤劣化部の吸水膨張）

・追加調査

－ボーリング調査：1孔

－トレンチ調査：3箇所

・《国の現地調査：2回（延べ2日間）》
（審議状況）

・審議継続中

H23.3 （東北地方太平洋沖地震発生） ⇒ 耐震バックチェック審議の中断（H23.11再開・指示文書
※

受領）

H23.9～

（審査未完）

地震・津波評価

意見聴取会

・一部の「地形」と「小断層の変状」に「活断層の可能性の疑義あり」とのコ

メント

（⇒データ拡充の観点から平成24年7月より追加地質調査を実施）

・H24.3 敷地内断層の活動性などに関する

評価結果の報告

・H24.7～ 追加地質調査を実施

-ボーリング調査：35孔

-トレンチ調査：3箇所

・H24.11 追加地質調査の実施状況報告

H24.12～

原子力規制委員会

評価会合（第１回）

・「活断層の可能性を否定できない」

との意見で一致

・膨潤説だけでは全てを説明できない

・膨潤現象は他に事例がない

・《国の現地調査：1回（延べ2日間）》

・第２回評価会合で、有識者のご意見を踏ま

えた地質調査の実施を表明

原子力規制委員会

評価会合（第２回）

・「活動性はない」との当社見解

・「活断層の可能性を否定できない」

との意見で一致

※平成２３年東北地方太平洋沖地震の知見等を踏まえた原子力施設への地震動および津波の影響に関する安全性評価の実施について（指示）【平成23・11・02原院第4号】
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これまでに実施した敷地内地質調査これまでに実施した敷地内地質調査これまでに実施した敷地内地質調査これまでに実施した敷地内地質調査

東北電力敷地

敷地境界敷地境界敷地境界敷地境界↓↓↓↓

トレンチ調査 試掘坑調査

孔数(孔) 総延長(m) 箇所 総延長(m)

東北電力敷地 約4.10 369 約39,900 58 約3,700

東京電力敷地 約4.50 370 約38,800 32 約1,500

既往地質調査数量一覧

敷地面積

(km

2

)

ボーリング調査

（設置許可段階）

�その後、耐震バックチェック以降、ボーリング調査：36孔（約2,700m）、

トレンチ調査：6箇所、物理探査（反射法地震探査および地中レーダー探査）：2測線など を実施している。

�設置許可段階において実施した地質調査数量は下表のとおり。

２．これまでの審査および調査の経過２．これまでの審査および調査の経過２．これまでの審査および調査の経過２．これまでの審査および調査の経過

� 設置許可段階より、審議状況を踏まえ調査を追加しながら、敷地内の地質構造の把握に

努めてまいりました。



○様々な成因を比較検討し、岩盤劣化部の膨張・収縮作用

（いわゆる膨潤）により形成された可能性が高いと判断

○空中写真判読などの結果、断層活動を示す連続性に富み

明瞭な変動地形は認めにくい

○トレンチ調査などでは、指摘された変動地形と断層が対

応していない箇所も認められる

○下北半島地質構造調査○下北半島地質構造調査○下北半島地質構造調査○下北半島地質構造調査
※※※※

結果の活用結果の活用結果の活用結果の活用

敷地深部の地質構造を確認するため、

データを活用する

３．新たな地質調査の位置付け３．新たな地質調査の位置付け３．新たな地質調査の位置付け３．新たな地質調査の位置付け
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○○○○断層破砕部の深部固結状況確認断層破砕部の深部固結状況確認断層破砕部の深部固結状況確認断層破砕部の深部固結状況確認

当社敷地内の南側から北側まで幅広く

ボーリング調査を行うことにより破砕部

の固結状況を確認する

○○○○断層破砕部の変形構造確認断層破砕部の変形構造確認断層破砕部の変形構造確認断層破砕部の変形構造確認

断層位置において水平掘削面調査などを

実施し、横ずれによる痕跡の有無を確認

する

○○○○変動地形と断層との関連性確認変動地形と断層との関連性確認変動地形と断層との関連性確認変動地形と断層との関連性確認

既存の調査データを再整理した上でボー

リング・トレンチ調査などを実施し、変

動地形が指摘された箇所における断層の

有無を確認する

○敷地内に変動地形○敷地内に変動地形○敷地内に変動地形○敷地内に変動地形が認められるが認められるが認められるが認められる

・明瞭な変動地形はないが段丘面の分布は

異常

○膨潤説では説明不十分○膨潤説では説明不十分○膨潤説では説明不十分○膨潤説では説明不十分

・第四系変状の成因は膨潤作用のみでは説

明できない

・膨潤による断層類似の事象は、他に事例

がない

○○○○第四系変状の成因に関する再検討第四系変状の成因に関する再検討第四系変状の成因に関する再検討第四系変状の成因に関する再検討

岩盤劣化部の膨張・収縮に加え、他の成

因の可能性についても再検討する

○横ずれの可能性あり○横ずれの可能性あり○横ずれの可能性あり○横ずれの可能性あり

・既存の調査結果だけではデータが不十分

○地下探査の必要性○地下探査の必要性○地下探査の必要性○地下探査の必要性

・地震を引き起こす断層かどうかは地下探

査により確認した方がよい

○「活動性なし」とするデータが不十分○「活動性なし」とするデータが不十分○「活動性なし」とするデータが不十分○「活動性なし」とするデータが不十分

・隣接サイトのデータのみで同様と判断す

るのは難しい

・８～１１万年前以降の活動性が認められ

る

○ 主要断層は、約５００万年前より古い時代に形成された

正断層である

○主要断層は地下500～1,000mで傾斜が緩やかとなり、

地下深部へ連続しない

○破砕帯深部は固結・岩石化している

○地質調査結果により、横ずれに起因しないことを確認

活動性なしと判断活動性なしと判断活動性なしと判断活動性なしと判断

� これまでの有識者会合におけるご意見を踏まえ、追加調査を計画いたしました。

※ 下北半島地質構造調査は、日本原燃、東北電力、リサイクル燃料貯蔵

の３社にてH24.11月より実施中（11/22お知らせ済）

敷地内断層の活動性敷地内断層の活動性敷地内断層の活動性敷地内断層の活動性

変動地形と断層の関連性変動地形と断層の関連性変動地形と断層の関連性変動地形と断層の関連性

第四系変状の成因第四系変状の成因第四系変状の成因第四系変状の成因

敷地内断層活動性に関する調査敷地内断層活動性に関する調査敷地内断層活動性に関する調査敷地内断層活動性に関する調査

その他の調査・検討その他の調査・検討その他の調査・検討その他の調査・検討

「敷地内断層に活動性なし」「敷地内断層に活動性なし」「敷地内断層に活動性なし」「敷地内断層に活動性なし」 「活動性を否定できない」「活動性を否定できない」「活動性を否定できない」「活動性を否定できない」

「有識者のご意見を踏まえた地質調査を実施し、「有識者のご意見を踏まえた地質調査を実施し、「有識者のご意見を踏まえた地質調査を実施し、「有識者のご意見を踏まえた地質調査を実施し、

敷地内断層の活動性を検討していく」敷地内断層の活動性を検討していく」敷地内断層の活動性を検討していく」敷地内断層の活動性を検討していく」

これまでの当社の評価これまでの当社の評価これまでの当社の評価これまでの当社の評価
有識者のご意見に対する当社対応有識者のご意見に対する当社対応有識者のご意見に対する当社対応有識者のご意見に対する当社対応

有識者会合における主なご意見有識者会合における主なご意見有識者会合における主なご意見有識者会合における主なご意見

（参考）
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4.  新たな地質調査の内容

計画工程

� 新たな地質調査は、平成２５年２月より開始いたします。

� 平成24年7月より実施中の追加地質調査結果および今後実施する新たな地質調査結果を踏まえ、敷地

内断層の活動性などの評価を実施し、評価結果を平成２５年１２月に国へ報告する予定です。

※２ 下北半島地質構造調査結果については、同調査の進捗に応じて評価に活用していく

※１ 現在実施中の追加地質調査（平成25年3月報告予定）は、新たな調査結果を含め、平成25年12月にあらためて報告する予定

注）調査項目および実施時期などについては、進捗に応じて変更する場合がある

新たに実施する調査・検討

調査項目 調査内容 調査箇所

平成２５年

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

現在実施中の追加地質調査

※1

（平成24年7月～）

ボーリング調査

トレンチ調査

物理探査

F-3断層斜面地形

小断層s-14、s-19

断層破砕部の

深部固結状況確認

深部ボーリング調査

F-3断層、F-4断層

F-8断層、F-9断層

F-10断層

断層破砕部の

変形構造確認

水平掘削面調査

破砕部の試料採取・分析

F-3断層、F-9断層

変動地形と断層との

関連性確認

既存データ再整理

ボーリング調査

トレンチ調査など

変動地形指摘箇所

第四系変状の成因

に関する再検討

既存データ再整理など 敷地内全ての断層

（参考）

下北半島地質構造調査
※2

海上音波探査など

太平洋側海域

～下北半島

敷

地

内

断

層

活

動

性

に

関

す

る

調

査

調

査

・

検

討

そ

の

他

の

ボーリング調査、コア観察・分析

掘削、観察・分析

ボーリング調査、トレンチ調査などの実施時期は調整中

平成２４年11月より実施中

（新たな調査結果を含め、更に検討）

既存データ再整理など

既存データ再整理など

まとめ

準備・計画

報告

▽

▽実施状況報告（進捗に応じて）

まとめ

まとめ

まとめ

まとめ



４．新たな地質調査の内容（２）４．新たな地質調査の内容（２）４．新たな地質調査の内容（２）４．新たな地質調査の内容（２）

調査計画図調査計画図調査計画図調査計画図

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

○○○○○○○○

◎◎◎◎

●●●●：断層破砕部の深部固結状況確認（ボーリング調査：１３孔）

○○○○：断層破砕部の変形構造確認（水平掘削面調査：２箇所）

◎◎◎◎： 〃 （断層破砕部の試料採取・分析：１地点）

※上記の他、有識者のご意見（変動地形など）を踏まえた調査（トレンチ・ボーリングなど）を実施していく（実施時期調整中）

※調査の位置・数量などについては、状況に応じて変更する場合がある

8
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【見解】

断層破砕部（深部）の固結状況を確認する

ことは、少なくとも地震を起こす断層ではな

いことを示す極めて重要な情報

� 敷地内断層の破砕部（深部）における固結状況を確認します。

当社敷地内の一部においても断層の破砕部

（深部）の固結・岩石化状況について確認

（Ｆ－3、Ｆ－4、Ｆ－5、Ｆ－7、Ｆ－8断層）

【これまでの当社敷地内での調査】

・隣接している東京電力㈱敷地内のボー

リングコアのみで、東北電力の敷地も同

様と判断するのは厳しい

・８～１１万年前以降の活動性が認めら

れる

【有識者会合でのご意見】

東京電力㈱敷地内の断

層破砕部（深部）の

ボーリングコアデータ

などを用いて、破砕部

が固結していることか

ら敷地内断層の活動性

がないことを説明

FB-3孔

（標高

-199.93m）
FB-2孔

（標高

-260.68m）

【有識者会合での当社説明内容】

※原子力安全・保安院（平成２２年１１月）

資料第１１３C－１０－５号

『東京電力㈱東通原子力発電所 敷地の地質・地質構

造敷地の断層にみられる変状について』

を引用・編纂

←深部固結状況

【当社見解と対応】

４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明

断層破砕部の深部固結状況確認断層破砕部の深部固結状況確認断層破砕部の深部固結状況確認断層破砕部の深部固結状況確認

【対応】

○当社敷地内の南側から北側まで幅広い範

囲でボーリング調査を実施

○断層破砕部の深部固結状況を確認

○敷地内断層の活動性について評価



４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明

� これまでに、東京電力敷地の他、当社敷地内においても断層破砕部の深部が固結している状

況を確認しております。

� 新たな地質調査では、指摘のあったＦ－3断層、Ｆ－９断層を中心に調査位置（Ｆ－３、Ｆ

－４、Ｆ－８、Ｆ－９、Ｆ－１０断層）を計画しており、既存データとあわせて、敷地全体

の固結状況を確認していきます。

断層破砕部の深部固結確認状況断層破砕部の深部固結確認状況断層破砕部の深部固結確認状況断層破砕部の深部固結確認状況

●：これまでの地質調査で断層破砕部の深部固結状況が確認されている箇所

●：新たな地質調査により断層破砕部の深部固結状況を確認する箇所

10
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Ｆ－３断層↓

↓Ｆ－９断層

Ｆ－３断層↓

↓Ｆ－９断層

ボーリング調査箇所

ボーリング調査箇所

固結状況確認固結状況確認

固結状況確認

固結状況確認

４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明

断層破砕部の深部固結状況確認の例断層破砕部の深部固結状況確認の例断層破砕部の深部固結状況確認の例断層破砕部の深部固結状況確認の例

●●●●：断層破砕部の深部固結状況確認

（ボーリング調査：１３孔）

○○○○：断層破砕部の変形構造確認

（水平掘削面調査：２箇所）

◎◎◎◎：断層破砕部の変形構造確認

（断層破砕部試料採取・分析：１地点）

� ボーリング調査により、断層破砕部の深部（深度200～300m程度）における固結状況を

確認していきます。



断層破砕部の変形構造確認断層破砕部の変形構造確認断層破砕部の変形構造確認断層破砕部の変形構造確認

４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明

� 横ずれ断層の可能性についてご意見をいただいたトレンチにおいて、横ずれ成分の有無

を確認していきます。

【見解】

断層破砕部の変形構造などを確認することは、

横ずれの可能性を判断する上で重要な情報

【対応】

○当社敷地内での水平掘削面調査、断層破砕

部の試料採取・分析

○破砕部の変形構造、横ずれ成分の確認

※横ずれの可能性についてご指摘のあったＦ－3、

Ｆ－９断層を対象とする

敷地の新第三系
※

の地質構造、断層の条線方向お

よび断層上下盤の地層の変形状態などから、横ず

れ成分のないことを確認

【これまでの当社敷地内での調査】

・既存の調査結果だけではデータが不十

分

【当社見解と対応】

【有識者会合での当社説明内容】

東京電力㈱敷地内の水平掘削面調査の結果を用い

て、いわゆる“フラワー構造”を構成する小断裂

には横ずれ成分は認められないことを説明

※原子力安全・保安院（平成２２年１１月） 資料第１１３C－１０－５号

『東京電力㈱東通原子力発電所 敷地の地質・地質構造敷地の断層にみられる変状について』を引用・編纂

水平掘削面調査

12

【有識者会合でのご意見】

※約500～2,300万年前
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断層破砕部の変形構造確認断層破砕部の変形構造確認断層破砕部の変形構造確認断層破砕部の変形構造確認

４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明

水平掘削面調査箇所

【水平掘削面調査】

Ｆ－３断層

●●●●：断層破砕部の深部固結状況確認

（ボーリング調査：１３孔）

○○○○：断層破砕部の変形構造確認

（水平掘削面調査：２箇所）

◎◎◎◎：断層破砕部の変形構造確認

（断層破砕部試料採取・分析：１地点）

準備掘削範囲

【破砕部試料採取・分析】

Ｔｒ－２０´－２トレンチ

Ｆ－９断層

試料採取位置試料採取位置試料採取位置試料採取位置

Ｆ－９断層を貫く水平ボーリング

を実施し、破砕部の試料を採取

� 有識者会合にてご意見をいただいたトレンチ近傍における断層位置で水平掘削面調査（掘削

面の観察）、断層破砕部の試料採取・分析を行い、横ずれの可能性を検討します。

Ｆ－３断層の直上を段

階的に掘り下げ、その

都度、地質状況の詳細

な観察などを行う

Ｔｒ－２８トレンチ鳥瞰イメージ

掘削

掘削

Ｔｒ－２８トレンチ

Ｆ－３断層
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� 敷地内の変動地形と断層の関連性について、既存の調査データの再整理、ボーリング調査

などにより確認・検討を行っていきます。

敷地内に連続性に富む明瞭な変動地形は認めにく

いことを確認

【これまでの当社敷地内での調査】

変動地形と断層が対応しない箇所も認められるこ

と、東西圧縮でＦ－９断層下盤側が上昇するとは

考えにくいことを説明

【有識者会合での当社説明内容】

４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明

変動地形指摘箇所と断層の関連性確認変動地形指摘箇所と断層の関連性確認変動地形指摘箇所と断層の関連性確認変動地形指摘箇所と断層の関連性確認

【見解】

敷地内の変動地形と断層の関係を

確認することは、断層の活動性を

判断する上で重要な情報

【対応】

○既存の調査データを再整理した上で、ボーリング・トレンチ

調査などを実施

○変動地形指摘箇所と断層の関連性を確認

【当社見解と対応】

赤点線：山側が低下した変動崖
＊

緑点線：海側が低下した変動崖
＊

（＊当日の口頭説明の内容より）

赤：活断層地形と考えられるもの（２箇所）

黒：その他の地形（せいぜい「推定活断層」）

・敷地内には変動地形が認めら

れる

（明瞭な変動地形はないが段丘

面の分布は異常）

【有識者会合でのご意見】

第１回評価会合資料（金田准教授） 第１回評価会合資料（熊木教授）



第四系変状の成因に関する再検討第四系変状の成因に関する再検討第四系変状の成因に関する再検討第四系変状の成因に関する再検討

４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明４．新たな地質調査の内容（３）各調査内容の説明

� 第四系変状の成因が議論となったことを踏まえ、岩盤劣化部の膨張・収縮作用（いわゆ

る膨潤）による形成の可能性に加え、他の成因による形成の可能性も含め、再検討を

行っていきます。

【見解】

第四系変状の成因を検討することは、敷地

の地質構造を理解する上で重要な情報

【対応】

○岩盤劣化部の膨張・収縮作用に加え、他の

成因による形成の可能性も含めて再検討

する

・岩盤劣化部の膨張・収縮作用により形成された

可能性が高いと判断

・粘土鉱物の膨潤試験、第四系変状の形成シミュ

レーションなどにより、岩盤劣化部の膨張・収縮

作用による形成が説明可能なことを確認

【これまでの当社敷地内での調査など】

○第四系変状の成因は膨潤作用のみでは

説明できない

○膨潤による断層類似の事象は、他に事

例がない

【有識者会合でのご意見】

【当社見解と対応】

【有識者会合での当社説明内容】

複数の成因を検討した結果、岩盤劣化部の膨張に

より形成された可能性が高い

第四系変状成因検討一覧

岩盤劣化部の膨張・収縮 地震動による受動変位

熱水などの圧入 凍結・融解作用 活断層

15
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・今後、有識者による評価会合におけるご意見を踏まえて新たに

計画した地質調査を進めていき、データの拡充を図り、敷地内

断層は活断層でないことを改めて確認してまいります。

・東通の断層評価においては、データに基づく幅広い議論が必要

と考えており、今回新たに実施する地質調査で得られたデータ

などに基づく技術的な検証を引き続き要望してまいりたいと考

えております。

・なお、地下深部構造の確認においては、現在実施中の下北半島

太平洋側海域における地質調査
※

の結果も活用しながら、調査

を進めてまいります。

５．おわりに５．おわりに５．おわりに５．おわりに

※日本原燃、東北電力、リサイクル燃料貯蔵の３社にてH24.11月より実施中（11/22お知らせ済）



現在、日本原燃株式会社およびリサイクル燃料貯蔵株式会社と

共同で大陸棚外縁の地形を形成した地下深部の地質構造調査を実

施しております。

この調査で得られるデータについては、敷地深部の地質構造を

確認するために活用してまいります。

本調査は、平成２５年９月末に完了する予定となっております。
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（参考） 下北半島太平洋側海域の地質構造調査について

●

東通原子力

発電所

主な探査測線位置図

下北半島太平洋側海域で実施している探査イメージ

調査計画中

ストリーマケーブル

（ケーブル長 約2000m）

ベイケーブル

（約5km）

太平洋側海域（約21km）

独立型受振器

（約12km）

音波発生器既存発震・受振記録の活用

既存記録の活用

下北下北下北下北半島の深部構造を広域的に把握半島の深部構造を広域的に把握半島の深部構造を広域的に把握半島の深部構造を広域的に把握

下北半島（約10km）

調査船

音波発生器


